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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「AIインクルージョン」の理念の要素候補

◆日本が目指すべきSociety 5.0の定義と、多様性の包摂（＝インクルージョン）を目指す意義との関係
Society 5.0 は、「デジタル革新と多様な人々の想像・創造力の融合によって、社会の課題を解決し、価値を創造する社会」
日本は、デジタル革新×多様性を実装した社会（＝Society 5.0）の実現を目指していくべき。
Society 5.0の実現過程では、日本は、「日本人も含め、日本にいる、またこれから日本に来る多様な国籍と背景の人々が、日本で成功のきっかけをつかみ、日本や世界で活躍するためのプラットフォーム（＝「多様性を内包した、成功のプラットフォーム(土台)」）」となることを目指すべき。
今後は、多様性こそがインスピレーションの源泉であり、より競争力のある経済と豊かで寛容性のある社会を築いていく推進力となる。日本は本来、多様な文化や制度、技術を迅速に受け入れさらに進化させることに長けている一面もあるため、この推進力を利用できるはず。
ここでいう多様性とは、性別、人種、国籍、宗教、年齢、障がいの有無は言うまでもなく、個性や経験、スキル、背景、価値観なども含め、あらゆる人々の多様性を指す。�（出所：一般社団法人日本経済団体連合会「Society 5.0」平成30年11月13日、25-26頁）

◆AIとインクルージョンの接点
AIは、多様な背景の人々の多様なライフスタイルをサポートする「インクルージョン・テクノロジー」である。�（出所：統合イノベーション戦略推進会議「AI戦略(案)全体俯瞰図」平成30年9月28日）
多様性を内包し、持続可能な社会を実現していくためには、AI活用技術「インクルージョン・テクノロジー」の実装が重要。�（出所：AIインクルージョン推進会議開催要綱）
�
◆AIをインクルージョンのために社会実装するそのほかの意義
今後日本がAIにおいて世界で選ばれる国になるためには、AIの社会実装が必要。�（出所：総務省「「AIインクルージョン推進会議」の検討事項及び進め方について」平成31年2月）
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